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Abstract
Due to the short history of MBA programs in Japan there are few studies on Japanese MBAs. 
This study qualitatively examined MBA students’ experiences in MBA courses and how the students 
utilize those experiences in business fields. SCQRM （Structural Construction Qualitative Research 
Method） was adopted as the meta-research methodology to attempt to assure scientific falsifiability 
in this limited sample study, in which semi-structured interviews were conducted on MBA graduates. 
The study conceptualized interview data and systematized a structural model based on M-GTA 
（Modified Grounded Theory Approach）. As a result, the model suggested that MBA students 
mature as business professionals through “a broad range of experiential, problem solving learning in 
MBA programs” based on the “freedom of being released from corporate bonds by returning to 
school” and “interaction with others who do not have ulterior business motives.” The study reveals 
the experience and significance particular to MBA programs, which has not been identified in 
previous investigations. Therefore, it can be suggested that introducing qualitative research to the 
research process on MBA students and graduates can be an effective method to investigate the 





















担保するためにメタ研究法として SCQRM（Structural construction qualitative research 
method）を採用した。フルタイムで大学院に通う全日制の MBA の卒業生を対象に、半構造























ワーク編 , 2002, p.67）、「日本語で教育することの強みをもっと発揮すべき」（慶應義塾大学ビジネス・






古くは Alpander（1973）の米国での外国人 MBA 留学生を調査し、米国企業での雇用と活用を調べ
たものがある。MBA 留学生は米国企業のマネージャー候補としては様々な点でメリットがあるが、結




ネススクールの教育がその要因の一つなのではないかと Harvard Business Review に “Are business 
schools doing their job ？ ”（ビジネススクールは責務を果たしているのか？）という論文を提示し、痛





また Schneer と Reitman（1990）は MBA 入学による雇用の空白が生まれることによる影響について











ている。Kathawala ら（2002）はオンライン MBA を調査し、オンライン MBA で何を学ぶことができ
るか、オンライン MBA と伝統的な MBA の比較、加えてオンライン MBA の強み（Ｓ）弱み（Ｗ）機
会（Ｏ）脅威（Ｔ）を徹底的に評価している。
また英国においては、Simpson や Brauch らによってさまざまな英国 MBA の研究（MBA のキャリ
アや成果など）がなされており（たとえば、Simpson, 2000a; Simpson, 2000b; Simpsonm, et al.2005; 
Simpson & Ituma, 2009; Baruch & Leeming, 2001; Baruch & Peiperl, 2000）、アジアにおいても
Thompson や Chang による中国人 MBA の研究（Thompson, 2000; Thompson,2002; Thompson & Gui, 









そうした中で、金（2002, 2004, 2007, 2009）の国内 MBA に関する一連の研究は先駆的なものとして
評価すべきものといえる。特に最新の「国内ビジネススクールに対する７つの幻想──国内 MBA と企


































また、それは MBA の意義や課題の「見える化」につながり、MBA の社会的価値の向上や、ひいて
は各大学院における MBA 運営の際の一助となる可能性もある。
２．目的










の予測や制御につなげることが可能な SCQRM（Structure Construction Qualitative Research Method: 





をはじめとして様々な領域に導入され、多くの研究が生み出されている（たとえば、阿部 , 2011; 足立 
& 柴崎 , 2010; 長谷川，2009; 羽石 , 山内 , & 中西 , 2011; 廣瀬，2009, 2010; 池田 , 玉木 , 山本 , 田中 , 西條 
2009; 石塚 & 相磯 , 2011; 石川 , 2011; Iwata et al，2010; 岩田 & 西條 , 2009; 小山，2013, 村中 et al, 
2007; 中島 , 炭谷 , & 土屋 , 2010;　Nakajima & Okazaki, 2013; 岡崎 , 2012; 佐々木 , 田中 , & 鄭 , 2011; 西




























ル（以下 WBS とする）の（2009年当時のプログラムにおける）「MBA 全日制」の学生を対象とした。
なお「早稲田 MBA」とのみ定義すると、ファイナンス研究科・会計研究科・商学研究科 MBA 夜間主・











































M-GTA は、オリジナルの M-GTA の良さを残しつつ、問題のあったシステマティックなコーディン
グと深い解釈を両立させ、かつ概念生成から理論化までのプロセスをシンプルかつ明確にしたものであ
る（木下 , 2003）。一般的な GTA との差異という観点からいえば、データの切片化や作業が複雑になり
がちなプロパティやディメンジョンを軸とした分析は行わず、M-GTA ではデータの解釈から直接概念
を生成する。そのために分析ワークシート（後述）を作成し、ヴァリエーション欄に書かれたデータと


































































































































































































































数年前に MBA 課程を修了した MBA ホルダーであった。したがって、論文公刊時（2013年度）の
WBS とは異なるカリキュラム下での体験を構造化したものである。こうしたことから、本研究の知見














































































































長期的展望に基づいていることは、必ずしも MBA が高く評価されない国内 MBA の現状においても、
MBA に行って良かったと確信できている一つの要因である可能性がある。またこれは金（2004, p.85）

























































派遣の中には MBA で学んだことを活かそうとしないだけでなく、MBA で育んだ高い意識や理論と
いった “ 垢を落とす ” ためにわざと単純作業に従事させるところもあると聞くため、MBA で学んだこ
とを活かせない環境に行った人は不満が高いと思う、といった共通した語りがみられた。今後 MBA 課
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